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丹澤山地箒澤附近の石英閃緑岩類貫入に

ともなつた混成現象について　＊＊＊

小 島 丈 兇

　　　　　　　　　　　　　　　　　前　　　　　書

　本稿の骨子になる研究は、私が東京帝國大学廻学部地質学科卒業論文とし（1939へ1940年におこ

なつたものであるが、その後司学部地質学教室に副手及び助手どして在職中に多少補足し、動でに

1942年11月9日に当時の学術研究会議地質学研究委員会岩石学分科会の第1回研究発表会で報告し

たことがある。その後学術研究会議より〃地質学地理学綜報〃を発行ナることになり、原稿とし（

提出したのであつたが、穴職のため発行不能となつ（、数年聞挨の中に眠つて溌り返されごきたの

であつた。穴職による混札のため歩でに資料も大部分散逸し、僅かに手許に残つた薄片の1部で検

討を加えたのみであるが、再び慶地を調査ナる蝕裕も差当つ（ないので、要約し（資料を発表し、

將來の研究者の参考に資したいと思う。野外及び研究室においζ御指導並びに討論を與えられた坪

井誠太郎教授・南藻一融授・久野久博士e’小出博博士・宙田久夫助教授に、また本稿の掲載を承認

された廣島文理科大学地質学鉱物学教窒の方々に感謝の意を表する次第である。故理学士中川浩助

君は私に引続い（卒業論文としご丹沢勾地北部の石英閃線岩類とそれらの貫入にともなつた変成現

象を研究され、討論をおこなう機会も多かつたが、不幸にし（天折されごしまつたのである。

地質學的諸關係
　此の地方の地質については古くから加繋鉄之助・村上飯蔵・本間不二男・三土知芳・

森下正信等1）の研究があり・また岩石については杉健一・・吉井正解）の研究が発表され

ている。これらの研究によれば、石英閃緑岩類は御坂暦群の基性火山岩類・火山砕屑岩

類゜ノ噴入纐より成る稲を貫いてし’る・こ郷分の鱒騨の鞭曙やをもまナ・・

含化石岩層の時代（中新世下部）に等しいか又はそれ【 に近いと考えることが許されるな

らば、石英閃緑岩類の貫入の時期は中新世叉はそれ以後となる。しかし下部鮮新世の足

．柄暦群中には多量の石英閃緑岩礫が見出されるので、貫入から削剥までの期聞は極めて

短いことになる。

　河内川浴岸地方の変成岩に関する杉健一・の岩石学的研究によれば、南方より北方石英

＊　　本稿を故理学士中川浩助君の霊に捧ぐ。

＊　＊　　　廣島大学理挙音匹地学孝女≡≡量研究業績榮16号

1）加藤鉄之助、地質調査所報告、18（明治43，19．10）；村上銀藏、地質、16（明治42，1909），

　191・本聞不二男・地球・1（7〈TE13・1924）・4・5；三土知芳、7励千分1地質図幅「八王子」、

　　醜質翻書．（昭和7・1932）・森下正信・地er・　41（昭和9・．1934）・P・491・

2）K・SuGI，　Jap・Joirn．　Geo1．　Geogr．vt　9（1931），’P．87；M．　Yosrlll，　ibid．，6（1928），

　　P．53．　　　　　・

噂
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2 小　　島　　丈　　見

閃緑岩体に近づく1：つれて、緑色片岩相より陽起石緑色片岩相をへて斜長石角閃片岩相

に及ぶ累進的驚成相配列が見られる。畑●箒沢聞で石英閃緑岩類が斜長石角閃片岩相の

岩石1こ直接するが、本稿はこの接離部附近における諮現象を扱つているのである。

　石英閃緑岩体はこの附近では主として2毬類の岩石より成り、本体を構成するものは

角閃石石英閃緑岩で・量れを貫いて片状角閃石黒雲母花崩閃緑岩が見出されるv箒沢部

落西方1粁程の河岸に露出する黒色堅硬の斑糖岩質岩石は・石英閃緑岩中の亘大な捕獲

岩塊と考えられ、これに接する部分の石英閃緑岩は優黒色となり、肉眼的並びに顕微鏡

的に混成作用の結果をよく示している。石英閃緑岩中には角閃片岩起源の粒状斜長石角

閃石岩の捕獲岩も見出される◎　°

　　　　　　　角閃石石英閃緑岩及び角閃石黒雲母花尚閃緑岩

　　　　　　　　　　　　　　a　角閃石石英閃緑岩

　この附近の貫入眉体の主体を構成するものである。緑色角閃石・カミング角閃石

（cummillgtollite，又はcummiJlgtolli七ic　am1）hibole）・斜長石。石英及び少量の

黒雲母・楕石。燐友石・硬鉄鉱よりなる（pl．1，第1図）。

　角閃石は他形、解状構造著しく・5mmに逡す灸ものもあり、淡色ヵミング角閃石

と緑色角閃石とが不規則な模様を作る。カミング角閃石は聚片双晶を示す場合があり、

共生する緑色角閃石部より消光角大・レターデーシ灘ン大である。緑色部と淡色ないし

無色部との光学的性質を比較すると・

　　　　　　　　縁　色部　　　　　淡色ないし無色寵

　　　　　　　　ev＝1．643　　　　　　　　　　　　　a＝1．634

　　　　　　　　β二L657　　　　　　　　　β一　1．649

　　　　　　　　γ　＝1。665　　　　　　　　　　　　　γ　二1．663

　　　　　　　　2Ω＝99°　一一一一　　　　　　　　81　r」　　　　　　　　　　　74°　　　　　　　　　　　　　　“

　　　　　　　　爾者共、光軸角内の分散は、Zに関して？＜v

　斜長石は全体の傾向として自形をなす傾向をもつていて、次長石分に富む申核部の周

囲に著しい累帯構造を示し、この中核部は屡々爾状をなして比較的曹長石分に富む部分

の中に残つている。ある結品では複雑な累箒構造を示す輪廓の明療な自形の中核部を有

している9余根石の友長石分に富む申核部は・そのある9のはタ陳結晶であろうが・こ

のように輪廓の明療な自形を示す場合には、それは岩漿中ですでに贔串して浮滋してい

た結晶であるように思われる。斜長石の威分は申核部はAl｝（5　Ab5、程度で、外縁部は

An・・Ab・羅脚らAn・・Ab・羅瞭で変化し・1最外縁部壱撮糟長石分に齢。

　石英は不規則なヅール（Pool）をなし・角閃石・斜長石を包含（includo）す’る。



丹沢力地箒沢附近の石英閃様岩類貫入にともなつた混成瑳象について 3

角閃石石英閃緑岩は屡々アプライト質のボクット叉は脈状部を有するが、その境界は

明瞭ではない。ナプライト質の部分はただ有色鉱物に乏しいだけがちがう点で、構成鉱

物の性質に変りはない。

　ペグマタイト質のボケッ｝又は肱状部が同じように角閃石石英閃緑岩中に見出される

が、やはりその境界ば明瞭ではなく、特に斜長石角閃石捕獲岩にともなう場合が多v・

ペグマタイト質の部分でぽ、緑色角閃石の屈折率が高くなり（γ＝1．667～1．670）：斜長

石の最も曹長石分に富む外縁部はAn：i　｝Ab70に達する。このペグマタイト質部の緑色

角閃石は杉健一1）によりその化学成分が記載されている。
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　　　　　　　　　　　　b　角閃石黒雲母花歯閃緑岩

　この地域の貫入岩体の主体をなす角閃石石英閃緑岩及び片状斜長石角閃石岩を貫いて

いる。小規模な貫入岩体で岩脈状をなすこともある。肉眼的には有色鉱物よりなるクロ

ット（clotl）が散布し、全体として片麻状の外窺を呈する。このクロットは緑色角閃石

・黒雲母・棚石・磁鉄鉱・燐友石よりなる（pl．1，第2図）。

　角閃石は半自形で、屡々・斜長石・燐友石。磁鉄鉱を包含する。屈折率は、この地域

に産出する詰岩類中の角閃石の中で最も高い（γが1．671乃至1。677に達する）。また多

色性も比較的著しい。

　黒雲母は角閃石を置換するような関係を示し・濃褐色・多色性著しく、屈折率は1．650

乃至L655である。

　斜長石は半自形で、屡々、明療な自形結品の輪廓を示す友長石分に富んだ中核部を有

する。’ eの中核部は、恐らくチタン鉄鉱と思われる針状結晶を多量に包含している。中

核部はAn65　Ab35前後であり、外縁部はAn：5　Abc5～An20Ab80の聞に累帯構造

を呈する。

　正長石は自形の斜長石の集合の間隙を充たし、石英はプール状をなす。

　本岩を分析した結果は第1表の1に示される如くである。

1）K．SL’GI，　oP．　cit．，（1931、，　P．127．分訴1者、田中專三郎
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角閃石黒雲母花尚閃：器H・rnl）1・nd・・bi・tite－9・all（・di・rit・（1’1・1・fig・2）．

1司一ft（marginal　facies）Marginal　facies　of　hor．。blot．－granodi（）rite．

1の中における含角閃石・黒雲母牛花闇岩Hornblcnde－bearing　biotite－aplite　i111．

片状斜長石雪閃石岩Scllistose　plag三〇lase－amphibolite（1）1．1，fig．3）

曹矢長石角閃石斑栃岩質岩Bヅ【own三te・hornblellde・gabbrdic　rock（1，1、1［，fig．3）．

同上（“花闘岩化”した部分）Cranitized　byt．－h（，r．－gabbroic　rock（Pl．皿，fj9．1）．

以上分析JIS　一　一一小島丈児Analyst：G．　Kolima
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・　角閃石黒雲母花醐閃隊岩が片状斜長石角閃石岩に接触する部分では、前者はアプライ

　ト質となり、有色鉱物減少し・黒雲母とカミング角閃石によつて特徴づけられる。この

部分では正長石が殆んざ見出されない。本岩石の分析結果は1）、第1表の2に示され

　る0

　1）小島丈見、地質学雑誌＼49（昭和16，1941），P．263，第2表皿．
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丹沢身地箒沢附近の石英閃緑岩類貫入にともなつた混成現象について 5

　角閃石黒雲母花崩閃禄岩は・一’2・30icm程の幅のアブ章イト質Q岩石によつて貫かれ

ている。爾者の境界は明瞭でなく、後者は更に延長して、角閃石右英閃緑署をも貫いて

いる。．片麻状槌造なく、有色鉱物のクロットもない。その他の点では、角閃石黒雲母花

崩閃緑岩に類似するが、黒雲母（γ＝1・655）の方が角閃石より遙かに多く・正長石も

多い。副成分鉱物としては、燐荻石・磁鉄鉱・緑簾石・緑泥石・板石を有する6本岩の

分析結果は第1表の3に示される。

石英閃緑岩質岩漿による片状斜長石角閃石岩の混成現象

a　片状斜長石角閃石岩

　本居は畑附近に標式的に露出し・御坂暦群変成岩類の最も変成度の高い相（facies）

に相当する。主として緑色角閃石の針状結晶と・斜長石・磁鉄鉱・板石・燐友石よりな

る（pl．1，第3図）。

　緑色角閃石は片理面内で一方向（b－axis）に配列し、（100）面が片理面に一致して

いる。屡々、不規則な方向をとる比較的大きな結晶を有するが、それは恐らく輝石其他

の原岩石の鉱物から変じたものであろう。

　斜長石には、基地を構成する粒状集合と残晶とがある。後者は前者に置きかえられて

ゆく這程を示すことが多い。斜長石は殆んど累帯棲造を示さす・中性長石ないし次長石

・の成分である。

　片状斜長石角閃石岩は恐らく、基性の火山岩又は火山性砕屑岩及び貫入岩より導かれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
てニ

たものであろう。分析の結果は第1表の4に示すり。分析した岩石は．pl・1・第3図に

示したもので、輻20cm程の岩床状をなして現出する。恐らく粒粒玄武岩ないし輝緑岩

質岩石から変成したものであろう。

　片状斜長石角閃石岩中には片理面にそつて・脈状まナこは“Augep≧状の石英部が見

られる。また恐らく石友質岩眉又は団塊に由来すると考えられる透輝石斜長石岩（柘榴

石を含むこともある）のレンズ又はフィルムを有する。

　　　　　　b　片状斜長石角閃石岩に封する石英閃線岩質岩梨の影響

　片状斜長石角閃石岩が角閃石石英閃緑岩に近すくと、石英閃緑岩質岩漿よりの直接の

熟及ひ物質の供給のために変化を示してくる。その変化は顕微鏡的には全体として等粒

1）杉健一によつて記載された分析値（K．SuGI，　oP．　cit．°，　P．120）はNormのqが多く、多分

　石英賑の部分を混じたためか、或いは石英閃緑岩質岩漿より勃質の注入をうけたものであろう。



6 小　島’丈　児

　　状集合になるごとによつで特徴づけちれる。斜長石は累帯構造を示すようになる。アブ

　　曹ライトに貫かれた部分では粒度が大となり、そこでは角閃石は半自形に成長し、評状構

　　造を呈するにいたり、部分によつてはカミング角閃石に変化している。斜長石は自形を

　　　とる傾向を示し、累帯構造が著しく、聚片双晶を見うるようになる。また同時に石英が

　　注入される。　　　　　　　　　．　　　　　　　．、　，、＿，、，、　　　　　　t　　　　　．

　　　角閃石石英閃緑岩中に捕獲されたものは完全に等粒状集合となっている（pl．喪，第

　　　1図），それが石英閃緑岩質岩漿よりの物質注入の影響をうけると、粒度が大となり、

　　角閃石は他形ないし半自形に成長し、斜長石は自形ないし半自形になる。また聚片双

　　晶、累帯構造が著しくなる（P1．皿，第2図）。角閃石が集合して、角閃石のみのフィ

　　ルムを形成することもある。斜長石残晶の周囲に蓮続しそ、新に斜長石の斑状変晶を生

　　する。石英がプール状に注入されると、全体として角閃石石英閃緑岩類似の岩石とな

　　　る1）o

　　　かような形態的ないし組織的変化から見るに、片状斜長石角閃石岩の生じた際の物理

　　化学的条件と、等粒状斜長石角閃石岩及びその”花崩岩化”された岩石の生じた際の物

　　理化学的条件とは区別して考えなければならない。前者は部分差動下において、ある種

　　の物質と熟の供給があつナこものと考えられる。けれごも供給された物質が一定の成分で

　　全体を循還したと考えることはできない。なぜなら、もし成分が一定の流動体（fluid）

　　　を考えれば、あらゆる部分が一定の成分の鉱物の組合せにならなければならない。とこ

　　　ろが、片状斜長石角閃石岩は部分によつて構成鉱物の光学的恒数及び成分が異つてい

　　　る。これに対して、”花崩岩化作用”の際の条件は、同じ成分の溶液の滲透にょって特

　　色づけられる。それは貫入し，tきた石英閃緑堵質岩漿と同じ成分のものでなければなら

　　　ない。なぜなら、ク花崩岩化作用’liによつて生じた岩石中の斜長石（その最外縁部）の

　　成分と角閃石の光学的恒敬は、角閃石石英閃緑岩中のそれらと全く同一なのである。す

　　　なわち、片状斜長石角閃石岩は角閃石石英閃緑岩附近、及び後者中に捕獲器としてとり

　　込まれ7：際に、石英閃緑岩質岩漿が滲透し、その岩漿と干衡に存在する鉱物と同一の化

・　　学成分の鉱物の集合に変化し7：のである。その際同時に機械的に（mechanically）組

　　織を変え、石英がプール状に注入されている。

　　　　このことから私は、片状斜長石角閃石器の変威時期を角閃石石英閃緑岩の貫入と同時

　　　ではないと考えナこ。後者による影響は片状斜長石角閃石器の構造にoverlapしてい

1）片試斜長石角閃石岩中の透：揮石（師瑠石之斜長石岩は殆んど”花醐岩化”．されない：M．

　MAcGREGoR，　Quart．　Journ．　Geo1．　soc．，93（1937），　P．471；D．　L．　REYNoLDs，　Quart・

　Journ．　Geol・soc・・go（1934）・P・596；s・R・NocKOItJ）s，　Joum・・Geol・・41（1933）・P・

　　572；A，HoLMEs，　Quart．　Journ．　Gco1．　Soc。，74（1918），　p．66．
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　　　　　　　　　　　b　曹次長石閃角石斑糎岩質岩石に劃する

　　　　　　　　　　　　　石英閃緑岩質岩漿の影響

　上に述べた斑糖岩質岩石は角閃石石英閃緑岩に接し7三部分で著しい混成岩相を作って

いる。この揚合の”花崩岩化作用”の特徴は、さきに述べた片状斜長石角閃石岩におけ

る揚合と殆んご同様で、斜長石の累帯構造は著しくなり、外側の部分は角閃石石英閃緑

岩屯の斜長右の外側部分と同一一の成分どなる。角閃石の解状結晶が大きく成長して、岩

石全体が極めて不均質な外窺を示すことがあるり。また石英のプールを生じ、厘々黒雲

母（γ　－1・609）が角閃石を置き換えているが、その量は極ζ僅かである。　（pl．皿，

第1図）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　・　　混成岩相に属する岩石を分析

％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した結果は、第1表の6に示し
20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表の5と6とを比較すれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば、”花崩岩花作用”の際に加
15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わつた物質の成分を知ることが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できる。そこで普通に行われて

7・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いるように加減図（第1図）を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用い、假に丁度CaOとNa、・O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　との比が混成岩相の斜長石の最
∫
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　　　G　　　　　　　卜1

　　　　第1図加減図
G：曹荻長石角閃石斑紡岩質岩石

H：同上岩石と角閃石石英閃豫岩との聞の混成岩用

5iO2％

外側の部分、An，Abl．におけ

るCaOとNa・O・との比に相’

当する所を選べば2）、第1表の

aの如くになるo

　すなわち、加えられたものは

67％の斜長石と14％の石英、そ

9

1）”花闇岩化作用”によつて有色鉱物のクロットを生じ、岩石が全体として不均質になる例は極

　めて普通である：M．MAcGREGoR・Quart．　Journ．　Gco1．　soc．，93（1937），　P477；D，　R・

　　GRANTIIAI　f，　Proc．　Geo1．　Assoc．，39（1928），　p299；　A．　K．　WEI、Ls＆S．　W．　WooL－

　　DRIDGE，　Proc．　Geo1．　Assoc．，42（1931），　p178；　A．　BRAIIMAI．L＆H．　F．　HAR、vool），

　　ouart．　Journ．　Geol．　soc・，88（1932），　P171；D．　L．　Rl・］YNOLDS，　Quart．　Jourll．　GeoL

瓢；融1翌綴lll輪、欄㌍凝鯉’聖゜7ヒ騨）’P299；’　S°R’

2）この方法はD・L・REYNoLDs（Quart・Journ．　Geol．　soc．，90（1934）．　P585）による
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れに少量の有色鉱物である。しかし注意しなければならないことは、これに相当しナこ成

分の岩漿が関係したのではなくて、石英閃緑岩質岩漿が滲透し、反応しナこ結果・既存抑

質の一部は蓮び去られ、また岩漿中からある物質が定著されたのである。その結果が第

1表のaに示した成分なのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　加減図にみられるように、この瘍合の”花崩岩化作用liの特色は、　CaOの球少と

Na20の増加である。こオ1は”花崩岩化作用”が斜長石の“sodificatiol1’｝にょつて特

徴づけられているからで、有色鉱物の成分変化は著しくあらわれてきていない。このこ

とは一般に基性火成岩及び基性変成岩の”花禍岩化作用”に関して通常みられる特徴で

ある1）。

カミング角閃石の産出状態と石英閃緑岩質岩漿

の晩期物質による鍵成作用

a　角閃石石英閃線岩中におけるカミンヴ角閃石と

　緑色角閃石との關係

　角閃石石英閃緑岩申において、pl．1，第1図にみられるように、あナこか，も緑色角閃

石が無色のカミング角閃石によつて置き換えられナこような産出状態を示している。．すな

わち、緑色角閃石の舅開面（110）、叉は17al’t・iJ）9の面（001）にそつてカミング角閃

石が生じている。この揚合、最も要当な解釈は、石英閃緑岩質岩漿から比較的友長石分

に富んだ斜長石及び緑色角閃石の大部分が晶出した後に、残液中でもはや緑色角閃石が

平衡に存在しえなくなり、カミング角閃石に変化したと考えることであろう。この際に

変化に関専した溶液の成分を知るためには、反応方程式を作つてみれぱよい。極く大体

の議論のためには、下記の2式を考えれば十分であろう。

　　　　a）　　7H2Ca既（Mg　Je）r，S　i　s．O　L，　・L十　〔14Al・203，十12SiO2〕

　　　　　　　線色普通角閃石　　．　溶液より加えられた物質

　　　　　　＝　5H・2（Mg，Fe）7．．S　isO　u，　－L十〔14CaA1既Si篭08十2HL・．O〕

　　　　　　　カミング角閃石　　　溶液中に取り夫られた物質

　　　　b）　H塙CaLL（M9，Fe）r，Sis．OL，．L十〔2（Mg，Fe）0十2Al2，03，十4SiO2〕　　　　　　　tt

　　　　　　　線色普通角閃石　　　　溶液より加えられた物質

　　　　　＝H2，（Mg，Fe）7SisiOLL4．＋〔2CaA12Si208〕

　　　　　　　カミング角閃石　　　溶液中に取り表ちれた物質

1）M．MAcGREGoR．　Quart．　Journ．　Geo1．　soc，93（1937），　P481；D．　L．IPNEYNOLDs　，　Quart．

　　∫ourn．　Geol．　soc．，90（1934），　P585；s・R．　NocKで）Lrs，　J6’tiih・・Geo1．・41（1933），　P561；

　　M．MAcG兼踏oR＆G．　wlLsoN，　G6bL　Mag．，76（1939）ザ戸208；A．　BRA｝！MALI、＆H．‘

　　F．HAIIwOOD，　Quart。　Journ．　Geol．　soc．，88（1932），　PP171，181；A．　BRAMMALL，

　　Geol．　Mag，70（1933），　P79；s．　R．　NocKoLI）s，　Min．　Mag．，22（1931），　P504；＆c．
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　上記2式の何れの揚合tl　・tit”よ、溶液よりAI203，1）SiO2（，及び（Mg・Fe）0）が加

えられ、灰長石分が’tり去られたことになる。すなわち、石英閃緑岩質岩漿」の結晶作

、用の行われt：初期に、多量の緑色角閃石と灰長右分に富んだ斜長石が晶出し、そのため

に残液はCaO分に比〕較して（化学量論的に）Na20・AI：・03・（Mg，　Fe）0・SiO2

分が過剰となり、すでに結晶していた緑色角閃石及び斜長石と反応して灰長石分を抽出

し、緑色角閃石はカミング角閃石に、また斜長石は比較的曹長石分に富んだ斜長石に変

化したと考えられる。2）　　　　　　　　　．

b　斜長石黒雲母カミンヴ角閃石岩

゜　本岩は片状斜長石角閃石岩と、角閃石黒雲母花崩閃緑岩の縁辺部の1異相と考えられ

　るアプライ’ト質の黒雲母カミング負閃石石英閃緑岩との接触部に見られる。これについ

　てはすでに報告3）している。輻5mm程のものである。斜長石角閃石岩より斜長石黒雲

　母カミング角閃石岩への変化を化学分析値について量的に考察した結果、この変化が次

　の2式によつて説明されることを示した。

　　　　　a）　CaAl鵠Si．）　Os．十〔Na2，0十4SiO2〕

　　　　　　　　次長石分　　外部より加えられた物質

　　　　　　　＝2NaAISiaOs十〔CaO〕

　　　　　　　　盟長石分一外部に取り去られた物質

　　　　　b）　7HLICaL），（Mg，　Fe）5SlsO2↓

　　　　　　　　緑色普通角閃石

　　　　　　　〒5H2（Mg・Fe）7S三80購十（14CaO十16SlO2十2H20）

　　　　　　　　ヵミング角閃石　　　　　外部に取り去られた物質

c　捕獲岩中におけるカミング角閃石によつて

　特徴づけられた小脈状部又はプール

　角閃石石英閃禄岩中に捕獲された斜長石角閃石岩をみると、屡々前者の縁辺相を代表

するアプライト質叉はペグマタイト質の部分から、カミング角閃石によつて特色づけら

れ7：小脈状部が後者を貫いて走つているのが観察される。この小脈状部では粒度が大と

1）カミング角閃石が緑色普通角閃石に比鮫してAI2．03分が少い場合が考えられるが、その場合に

　　も相当な量のA絃9脇夢を加えな嫡れぱならないことは明瞭である。

2）1）．EsKOLA（Btill．　comm．9乙ol．　llinlande，40，（19工4））は普通角閃石が部分的に”漂白〃

　されて、カミング角閃石を生・じた例を報告している。その際、普通角閃石のCaOが交代的に

　　（Mg，　Fe）0によつて置換されたと考えている。

3）小島丈兇、地質学難誌、43（昭和16，1941），P263．
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なり、半自形の斜長石・他形、箭状のヵミング角閃石・黒雲母・磁鉄鉱・及び塵状物質

等よりなる（Pl．　N，第2図）

．　まtこ、角閃石黒雲母花崩閃緑岩中1：，捕獲された斜長石角閃石岩では、カミング角閃石

によつて特徴づけられたプール状の部秀を有する。その周囲は緑色角閃石が花輪状にと

りまき・プ’一’・7uの直径は・O・5cm前後である。緑色角閃石・カミニくグ角閃石・斜長石・

黒雲母・磁鉄鉱等よりなり、角閃石結晶中には液体叉は気体の包含物が多い（Pl．皿，

第3図）

　これらの例はやはり、右英閃緑岩叉は花嵩閃緑岩質岩漿の残液の作用で交代的に生じ

tこものと考えられう・ナニだこの場合には、aの2式の反応方程式の右澤に生じた灰長石

分は、注入されナ漕長石分と合もて斜長石を生じたものと考えられる。tl）

t

　　　　　　　　　　　　　　　む　　す　　び

　私は本稿において・丹沢山地箒沢階近の石英閃緑岩類の貫入に関係し7：変成現寡を3

階梯に区別しうることを示し7：。すな蔑ち、貫入岩体が現在の位置を占める以前に、変

形運動（部分差動）のおこなわれている状態で、熟とある種の物質の注入の下におこな

われた変成作用によつて片状斜長石角閃石岩を生じた・この変成作用の特徴は、‘その際

ある種の瀬体が循還W・どutも・・その成分が部分により淀して唆ゐ・っ規考え

なければならない点である。

次に貫入岩体の現在の櫃にほ町《輝担入してき7・当時に・糠が直接燗与

して行われた変成作用一一狭義の混成作用一が区別されなければならない。この作用。

によつて・斜長石鯛石岩は鯛石石英閃繊郷の岩石に変化し・その間9過程を辿”p

ることができた。　　　　　　　　r’

　最後に、貫入岩体の現在の位置で岩漿が大体結晶作用を終えナこ後にK残液の作用によ

つて交代的におこなわれ7：変成作用が区刷ざれる・ここでは石英閃緑岩質岩漿より普通

角閃石及び灰長石分に富んだ斜長石が多量に晶出しナゴこめに、残液中に化学量論的に

A1203・（Mg・Fe）0・NaL）0・SヰOg分がCaO分に比斡して過剰になり・そのため

に残液とすでに晶出していた緑色角閃石及び灰長石分に富んだ斜長石と反応して、カ｛

ング角閃石及び曹長石分に富んだ斜長石を生じたのである。．

1）なお、岩生周一一が研究したように（s．IwAo，　Jap．　Joum．　Geo1．　Geogr．，14（1937），　P91），〒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　
　　紫繭石よりがング鯛石に変化ずる揖鍋捕曙中で見吻るが・ここでは省・・た・＿

　　　｝・　・
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　　　0琵もhe　Hybridism　’Re　1atedもoもhe恥もrusi◎n　of　Quartz－

pioritic、CQmplex　in　the　Vicinity　of　H　6kizawa，　TaliZ無va

MqUntak・1a岨，、蔭a・・a幽wa　Pref§蜘re，」叩a笈・・　　　　　」

　　　　　　　by

亀r

G¢orge　Kojima

Abstract

　　Threeもyp・・◇f臨徽・・phi・獄我・・。　di曲9繰i・h・d　fr・m・映．・th・・　．k｝

relation　七〇　the　intrusion　of　quartz－dioritic　comPlex．　II1　七he　サicinity　Qf

H＆kizawa，七he　iglleous　complex　is　maillly　composed　of　hornblende－quartz－

dioriもe（［Pl．　1，　fig．　1）　濠｝d　hornble｝．1de－bi◎tite－9ra｝10di◎rite（PL　　I，　fig．

2）．The　re　lat♀d　mil｝1）r　reck　mass（）s，　sμCh　争s　p臼gmatit（》s　and　aplites，　aye

als6　fouiit～l　ill　and　near　the　ma　jor　comIllex．　To　the　southt　of　the　boulldary

of　igileous　com　plex，　there　deve1◎P　met・amorPhic　r◎cks　derived　frO田Misaka

Series，　which　aでe　believ¢d　to層be　Low◎r　Mioceixe　i鷺age。　The　m．Otar職brphic

facies　of　Mis画．．SeriQミ鵬s欝tudiad　b皿一K。　S㎎i．筆）iIl　detail．　Near　H畠ki－

zawa，　the　igneous　comP三ex　com6曲・c・漁qもwi旗plagi・das曲・r翻ende－

8φi・t・（PL　L£ig・3）・f蹴P撮輔重e－fa・i…

　　The貰血e七amo叩hi昌m　re　lated　to　the　forma七ioll　of　plagioclase－homdleDde－

s面ists　was　carried　out　under　the　condi七ioll　of　componerxtTal　differellもial

Blove　me　1｝tεし捻d　the　h｝troducti◎；1　（＞f　heaも　a鼓d　maもerials（”emai｝fttio｝｝s”），

，uvhich　are　to　be　considered　as’a　fote－x’ui．iner　o寧the　i　ntruding　quartz－dioritic

m，agma・
　　The　sec◎慧d　phase〈〉£　恥e重a撮◎rpl｝ism　is　t｝｝e　directもher韮擁al　a儀d　m轟teria1

ef艶ct　of　t｝le　intruded　quartz－dioritic　mag：na　to　pla、gioclase－amphibolites

and　bytowl｝ite－horllblende－gabbroic　rock（？i．　il，fig．3），　occu，rring　as　walI

r◎cks　axd　xe鮭〇三iもh無Pla霧igβ撫翁§．rherkbk）難de－schist・s　．1ρseもhe　schist◎sity・＆籍d

are　changed　to竃ranoblastic・a・9gregates　of　Plagiocl翫se　alld　homblende（1》1．

1，fig．1）．　Near　the　very　jullctiol1，　the　assimilation　of　plagioclase－amphi－

boliもes（PL　ff，　fig．2）我nd　byt◎wniもe－h◎ri｝blei｝de。g翫bbr（）1c　rock（1）L　叢，　fig．

1）is　also　observed．

　　The、third　phase　of　metamorphism　is　represented　by　the　metasomatic

change　of’　comnnon　griteen｝lomblendeもo　cum士n漁9ぢδ嶽iξ6－atld’もhe　s6dificatioii

◎fp！agi6Clase　feldspars・Aもthe翌ater　stage◎f＄◎1i（叉ific3ti◎！｝◎f　q疑ar秘一d圭◎Z’i－

tic　magma，　asεしresult　of　excessive　separation　of　hornblende　and　lime－rich

feldspars，T　the　residual　solution　was　enriched　stoichiorhetrically　of　aiumina，

難ag！翌esia，　i罫o病soda，　alld　si1ica，　c◎mpared　with　liine．　At　this　sもa暮e，もhe

residual　solution　re翫cted　oll　the　already　crystallized　hornblende　alld　plagio一

■
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clase　feldspars，　resul七ilig　in　the　fδrmati6h　of　cummingtonite（Pl・夏，　fig・2

＆3）and　sodic　feldspars。　　　　．
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Plate　I

第1図

　　　角閃石石英閃緑岩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塞

　Ho：線色角閃石、　Cu：カミング

角閃石、Ch：緑泥石（黒雲母より

変じたもの）、P1：斜長石、Q：石

英（以下同じ略号を用いる）

　　　下方ニコルのみ、約20倍

第2図

角閃石黒雲母花崩閃緑岩

黒雲母、角閃石、磁鉄鉱、棚石よ

り成るクロットを示す。

　　　下方ニコルのみ、約20倍

ら

第3図

片状斜長石角閃石岩

B－－P1：剥長石残晶、　Ap：燐友石

　　　下方ニコルのみ、約60倍



Plate　I

　　　　　第1図

　角閃石石英閃緑岩中の等粒状

斜長石角閃石捕獲岩

　黒色部は磁鉄鉱

　　　下方ニコルのみ、約60倍

第2図

　角閃石石英閃緑岩中の”花嵩

岩化作用”をうけた斜長石角閃

石捕獲岩

　　　下方ニコルのみ、約60倍

　　　　第3図

曹灰長石角閃石斑礪岩質岩石

　　下方ニコルのみ、約60倍



Plate　童

第1図

　”花崩岩化作測”をうけナこ曹

灰長石角閃石斑禰岩質岩石

下方ニコルのみ、約60倍

第2図

等粒状斜長石角閃石捕獲岩中

のカミング角閃石によつて特徴

づけられる小脈状部

下方ニコルのみ、約60倍

第3図’

　黒雲母角閃石花崩閃緑岩中の

等粒状斜長石角閃石捕獲岩中に

みられる、カミング角閃石によ

つて特徴づけられナこプール状部

　図の左端の緑色角閃石の密集した

部分は、プールの周縁をとりまいて

いる花輪欣部分の1部である。

　　　　下方ニコルのみ、約60倍

‘　　　　　L；


